
３．転圧した取付面に見切材を置き、固定用釘を打ち込み固定して下さい。

２．舗装材の種類毎に深さを決め、クラッシャーランを転圧して見切材の取付面を仕上げて下さい。

１．見切材を取付する場所の周辺を最低でも１５ｃｍ掘下げ、クラッシャーランを入れて下さい。

路床

コンクリート

アスファルト

固定用釘

ガーデンエッジ

■組立について

クラッシャーラン

アスファルト舗装の場合の注意事項

25 217.5 220 220 220 220 220 220 220 217.5 25

ベース

　連結部分は、付属のジョイント金具を使用してください。

ジョイント金具

固定用釘

■連結について

　アスファルト舗装の場合は、見切材の熱

間を設けて施工してください。

膨張を考慮してジョイント部に１０mmの隙

本体目地にキズが付かない様、当て板をあてハンマー等で

・定尺２０２５mm当たり１０ヶ

１０mm

ガーデンエッジ　ＩＡ 施工手順書
アルミ製舗装用見切材

本体

当て板
本体をベースにたたき込み、組立ててください。

・ベース取付位置：ピッチ２２０mm（両端２１７．５mm）

■固定用釘の本数について

　固定用釘の本数は定尺２０２５mm１本当り、１０本を目安としてください。
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